
 
 
 
 
 
 

朝晩だけではなく，日中の寒さも厳しくなってきましたが，５年生の子どもたちは寒さに負けず元気に過ご

しています。 

さあ，いよいよ師走，今年も残すところあと 1 か月。６年生への進級を意識する時期になりました。子供た

ちは，チャレンジすることの大切さを感じて積極的に活動に取り組み，仲間との助け合いや協力を通して思い

やりの心を育むなど，様々な場面で成長していく姿を見せてくれています。先日の就学時健康

診断では，緊張しながらも自分の役目を立派に果たす姿が印象的でした。来年入学予定の子た

ちに優しく声をかけながら手をつないでいたり，視線の高さを合わせて話をしたりするなど，

瑞北小最高学年として来年４月を迎えるための心構えが感じられました。その意欲を大切にし，

充実した日々が過ごせるよう支援していきたいと思います。 

また，風邪等の流行する時期でもあります。体調管理にも気を付けながら，１年の締めくくりをしていきた

いと思います。今後ともよろしくお願い致いたします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞穂野北小学校 ５年  学年便り １２月号 
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☆１２月７日（土）土曜授業について 

９：００～１１：００の時間帯，「宇都宮の防災」について宇都宮市危機管理課の出前授業（体育館）と，通学路

の安全マップ作り（ランチルーム）を登校班ごとに分かれて行います。保護者の皆様と子供たちと，地域の安全や

防災について考えていただく機会にしたいと思います。 

詳しくは，１１月１８日にさくら連絡網で配信した「土曜授業（ふれあい活動）のご案内」をご覧ください。 

 

 

☆１２月１９日（木）日光への校外学習について 

世界遺産に登録されている日光の社寺の歴史に触れ，美しい日光の自然を感じる中で，自分が住んでいる

栃木県を誇りに思う心を育んできたいと思います。また，集団行動や班別活動を通して，公共の場での言動

や友達と協力することについても意識できるようにします。調べ学習をしたり，班で計画を立てたりして，

子供たちの興味関心を十分に高めた上で当日を迎え，実りある校外学習にしたいと考えています。 

保護者の皆様には昼食のお弁当や準備物等，お世話になりますが，どうぞよろしくお願いいたします。詳

しくは，１１月１日にさくら連絡網で配信した「校外学習（日光）の実施について」をご覧ください。 

 
 
☆服装で体温調節をしましょう 

これから寒さが増してきますが，登下校中の外の寒さを防ぐ服装と，室内で過ごす服装を着脱によって使い分

けられるようにできるとよいと思います。暖房を使用する機会もあると思いますので，自分で体温調節ができるよ

う，ご家庭でも話題にしてみてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★行事予定★ 
 

    ２月 第 30 週 B㉚  おしゃべりタイム② ICT 支援員来校 

    ３火 おしゃべりタイム③ 

    ４水 おしゃべりタイム④ ALT 来校 

    ５木 おしゃべりタイム⑤ 委員会⑧ 卒業アルバム用写真撮影 

    ６金 ミニ音楽集会：業間 

    ７土 全市一斉土曜授業（オープンスクール②） 感謝の会・ふれあい活動 

    ９月 第 31 週 A ICT 支援員来校 

１０火 児童集会⑥（給食） 

１１水 1～6 年学習生活アンケート ALT 来校 ICT 支援員来校 

１２木 クラブ⑩ 清掃強化週間①（～18 日） ALT 来校 

１６月 第 32 週 B 清掃あり ICT 支援員来校 

１７火 清掃強化日③ 

１８水 清掃強化週間最終日清掃あり ALT 来校 

１９木 SC 来校 5 年校外学習（日光） 

２０金 ゆめポケット⑧ 

２３月 第 37 週 A 打合せ 14:55 ICT 支援員来校 

２４火 朝会④ ふれ T：縦割り班交流⑧ 一斉下校 

２５水 冬季休業（～1/7） 

「運動会（ソーラン節）」 

昨年より力強く，そしてカッコイイ

姿を見せてくれました。 

「家庭科の学習（ミシン）」 

ティッシュカバーが完成しました✨ 

「お弁当の日」 

美味しかったね！！ 

「算数（平均）」 

 ある日の一コマ。

自分の歩幅の平均

を求めました。 

 学んだことを，日

常生活にどう活用

していけるか考え

た子供たちです。 

「ジュニア救命士養成事業」 

 大切な人の命を守るために，

胸骨圧迫のやり方や，AED の使

い方を学びました。 


